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10 章 1 回答例 

ここでは、多くの大学生にとってなじみ深い自動車教習所を例に説明する。教習所は、自

動車運転技能を教授してくれるため、広い意味では教育に含まれる、したがって、このサー

ビスは、精神を対象とするサービスに分類される。自動車教習所を構成する主な無形要素に

は、「運転技能・知識の教授（無形の活動）」「教習用自動車の貸し出し（モノの利用権）」な

どがある。最近では、教習所から自宅までの送迎サービスや、ネイルやエステを無料で施し

てくれる美容サービスなどを取り入れて、差別化を図っている教習所もある。 

 

10 章 2 回答例 

サービスタイゼーションの先駆けとして知られるのが、コマツ（建機メーカー）が手がけ

る KOMTRAX（コムトラックス）というサービスである。コムトラックスは、建機に位置

情報や稼働状況などを計るセンサーを取り付けて、それらのデータをもとに最適なメンテ

ナンスのタイミングを知らせたり、省エネ運転の方法などをコンサルテーションするサー

ビスである。コマツとしては、売っておしまいではなく、売ったあとの保守・管理といった

サービスでも収益を得られるというメリットがある。顧客企業にとっても、建機の突然の故

障により、工事が途中でストップするといったリスクを低減できるといったメリットがあ

る。 

また、シェアリング・エコノミーの事例として、Uber EATS（フードデリバリー）が挙げ

られる。これは、配達員として登録された一般の人が、注文を受けたお店から個人宅までデ

リバリーを行うサービスである。飲食店としては、自前の配達員を持たなくても宅配という

チャネルを増やせるため、売上や認知の向上につながるメリットがある。また、消費者にと

っても、これまで宅配できなかった料理を注文できるようになるため、選択肢が広がるとい

うメリットがある。 


